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１ 会社の概要(平成23年3月31日現在)

設立 昭和49年8月1日
(個人創業 昭和13年5月)

資本金 2,986,400千円

発行済株式数 19,906,600株

株主数 6,213名

決算期 3月末日（年１回）

従業員数 333名（男子201名 女子132名）

(注) 上記従業員の他に、パートタイマー1,517名(1日8時間換算による平均人数)がおります

２ 事業内容
鞄、バッグ及び財布・服飾雑貨等を販売する小売店舗を全国に展開（直営店舗）

出店先は、ショッピングセンター､ファッショ ンビル､駅ビル等

498店舗期末店舗数

602百万円当期純利益

1,911百万円経常利益

37,927百万円売上高

Ｈ２３／３期
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1,0941,459

2,955

3,301

542

路面店 百貨店 鞄専門店 GMS・ｽｰﾊﾟｰ その他

小売市場規模は、前年比9.2%減の9,352億円

インポートバッグ△803億円

路面店＝ブランド直営・FC、オンリーショップ

その他＝雑貨店、セレクトショップ、通信販売等

矢野経済研究所｢鞄・袋物産業年鑑2010年版｣及び各社公表資料を基に作成。

(単位：百万円、％）

① 販売チャネル別売上高 ② 鞄・袋物小売業界ランキング(抜粋)

単位：億円

5.8％31.6％ 35.3％11.7％

104.729,830㈱サマンサタバサ２

86.026,776㈱フィットハウス３

96.61,429㈱ノエルヤマモト９

89.31,190㈱カンガルー堂10

96.01,828㈱多津屋８

106.42,230㈱モリタ (八戸)７

108.52,516㈱モリタ (秋田)６

97.12,645㈱協和バッグ (モン
サック)５

96.05,551㈱エル４

103.637,927㈱東京デリカ１

前年比売上企 業 名
順
位

３ 業界の概要

15.6％
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財布
13.6%

カジュアル
バッグ
13.5%

雑貨
12.8%

ハンドバッグ
13.8%

インポート
バッグ
8.1%

ﾒﾝｽﾞ･ﾄﾗ
ﾍﾞﾙ他
38.2%

４ 取扱商品

売上構成比

平成２３年３月期
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５ 店舗数の推移

① 店舗

400

420

440

460

480

500

520

H19/3 H20/3 H21/3 H22/3 H23/3 H24/3(計画)

30

13

41

439

H１９／３期

34

12

36

463

H２０／３期

27

20

49

493

H２１／３期

27

35

42

502

H２２／３期

42

29

25

498

H２３／３期

22改装店舗数

15退店数

21出店数

504期末店舗数

H２４／３期
(計画)

(注)H22/3期に子会社ディレクターズ㈱を吸収合併したことにより、期末店舗数が2店舗増加しております。
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② 都道府県別店舗数

93店

52店

66店

71店

176店

40店

店舗数

福岡県32店、佐賀県５店、長崎県７店、熊本県17店、大分県９店、宮崎

県６店、鹿児島県９店、沖縄県８店

-6店九州・沖縄

鳥取県２店、島根県４店、岡山県６店、広島県15店、山口県９店、徳島

県２店、香川県６店、愛媛県８店

-2店中国・四国

三重県１店、京都府７店、大阪府28店、兵庫県18店、奈良県４店、和歌

山県４店、滋賀県４店

-1店近畿

山梨県７店、長野県10店、新潟県７店、富山県１店、岐阜県８店、静岡
県13店、愛知県25店

+2店中部

茨城県16店、栃木県６店、群馬県７店、埼玉県33店、千葉県25店、東京
都54店、神奈川県35店

+4店関東

北海道16店、青森県８店、岩手県４店、宮城県10店、福島県２店-1店北海道・東北

都道府県別店舗数前期比地区別

③ ショップブランド別店舗数

グローバルスタンダードの視点でオリジナリティ溢れるドメスティック
ブランドをセレクトした大人のためのバッグショップ。先進のインテリ
アがブランドの世界観を忠実に表現。

+11店72店

こだわりの逸品を厳密にセレクト。バッグを中心とした有力他社ブラン
ドとのコラボレーション型セレクトショップ+1店89店

AMA (36店) LeFrau (14店) DRASTIC THE BAGGAGE(8店) 
KURACHIKA (5店) Amatone Accesso’rio (5店)、他+10店94店その他①

28店

58店

158店

店舗数

他旧タイプ「東京デリカ」(21店)「原宿デリカ」等-6店その他②

カジュアルアクセサリーに多彩な服飾雑貨、バッグをミックス。

リーズナブルプライスで好感度な商品をラインナップ
-15店

ヤングキャリアの女性をターゲットとしたブランドセレクト店舗。ブラ
ンドコーディネイトセレクションによる差別化戦略表現

-5店

特徴前期比ショップブランド

(注) １店舗２ショップブランドの場合があるため、店舗数合計より多くなります。
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④ 立地別店舗数

+1店9店地下街

7店

2店

6店

43店

52店

380店

店舗数

+3店空港

±0店路面店

-1店百貨店

-3店駅ビル

（JR・私鉄）

+3店専門店ビル・

ファッションビル

-7店ショッピング

センター

前期比立地

⑤ デベロッパー､キーテナント別店舗数

-2店48店ＪＲ・私鉄系（ルミネ・アトレ）

±0店34店ユニー系（アピタ）

-2店15店西友系（THE モール）

11店

13店

30店

48店

54店

88店

店舗数

-2店三井不動産（ららぽーと他）

-1店ダイエー系

-2店イズミ系（you me = ゆめタウン）

+2店イオンモール（旧ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｼﾃｨ含む）

+2店セブン＆アイHLDGS.系

-3店イオン系

前期比
デベロッパー

(キーテナント)名
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６ 業績の推移

① 既存店の推移
年次

平成23年3月期

100.099.499.8101.7100.598.699.8（％）既存店前期比

103.3103.5103.5102.0104.4101.0106.1（％）全店前期比

上期累計9月8月7月6月5月4月項目

100.6101.392.5103.9101.5104.199.9106.5（％）既存店前期比

103.5103.889.1108.8105.5109.1103.9108.4（％）全店前期比

年間累計下期累計3月2月1月12月11月10月項目

(+69.2%)(-11.5%)(-25.0%)(-2.8%)(+5.5%)(+19.9%)(前期比)

1,019602681906934886(百万円)
当期純利益

(+15.2%)(+13.6%)(-11.6%)(-8.6%)(+8.9%)(+6.3%)(前期比)

2,2011,9111,6821,9032,0821,911(百万円)
経常利益

(+3.7%)(+3.6%)(+0.8%)(+1.9%)(+5.1%)(+5.5%)(前期比)

39,32237,92736,62536,34635,66933,950(百万円)
売上高

平成24年３月平成23年３月平成22年３月平成21年３月平成20年３月平成19年３月決算年月

第39期
(予想)

第38期第37期第36期第35期第34期回次

101.4100.694.194.798.6101.1（％）既存店前期比

平成24年３月平成23年３月平成22年３月平成21年３月平成20年３月平成19年３月決算年月

第39期(予想)第38期第37期第36期第35期第34期回次

23/4は全店101.7％ 既存店101.3％
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② 商品別粗利益率の推移

44.043.843.543.5－－財布

50.450.249.650.0－－雑貨

粗利益率 （％）期別

品種

45.345.144.644.543.542.6計

46.146.045.245.044.443.3メンズ・トラベル他

（47.0）（46.9）（46.8）（47.0）46.346.0財布・雑貨

36.736.137.233.928.227.7インポート

44.744.544.243.642.742.0カジュアルバッグ

45.145.043.743.843.242.7ハンドバッグ

Ｈ24/3期

（予想）

Ｈ23/3期Ｈ22/3期Ｈ21/3期Ｈ20/3期Ｈ19/3期

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H19/3期 H20/3期 H21/3期 H22/3期 H23/3期 H24/3(予想)

メンズ・トラベル他

雑貨

財布

財布・雑貨

インポートバッグ

カジュアルバッグ

ハンドバッグ

Ｈ23／3期

38.2％

12.8％

8.1％

13.5％

13.8％

③ 売上構成比の推移

― ％

13.6％
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105.4%96.8%6,016769104.2%107.0%5,707795財布

104.8%93.3%7596,96899.6%98.8%7247,469雑貨

100.2%102.5%7,0623,732105.8%99.5%7,0493,642財布・雑貨除く

105.7%96.3%3,16311,470105.5%99.6%2,99211,907全品種合計

104.7%103.3%9,8771,269111.2%104.4%9,4311,229ﾒﾝｽﾞ･ﾄﾗﾍﾞﾙ他

71.2%142.2%13,52115278.9%108.4%18,994107インポートバッグ

99.3%96.0%4,9021,330105.0%94.1%4,9381,385カジュアルバッグ

94.5%106.4%5,340979101.4%101.0%5,652920ハンドバッグ

単価前期比数量前期比売上単価売上数量単価前期比数量前期比売上単価売上数量

Ｈ21/3期Ｈ20/3期

106.8%105.5%6,495795101.2%97.9%6,088753財布

104.2%89.5%8275,862104.7%94.0%7956,552雑貨

105.7%98.4%6,9274,02192.8%109.5%6,5564,087財布・雑貨除く

110.5%93.7%3,54610,678101.5%99.3%3,21211,392全品種合計

98.5%114.1%8,8811,62691.3%112.3%9,0151,425ﾒﾝｽﾞ･ﾄﾗﾍﾞﾙ他

95.1%107.6%9,19033371.6%202.7%9,678309インポートバッグ

99.3%94.6%4,5461,12693.5%89.5%4,5821,190カジュアルバッグ

118.3%80.6%5,58993588.5%118.5%4,7271,161ハンドバッグ

単価前期比数量前期比売上単価売上数量単価前期比数量前期比売上単価売上数量

Ｈ23/3期Ｈ22/3期

品種別売上数量/単価 （数量単位：千本）

④ 商品別単価・客数の推移
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７ 23/3期決算及び24/3期計画の概略
(ⅰ) 23年3月期実績

（単位：百万円、％）

81.388.5741602681当期純利益

93.0113.62,0541,9111,682経常利益

92.6111.82,0841,9281,725営業利益

101.4103.914,96815,18214,610販管費

100.3104.817,05317,11116,335売上総利益

100.1103.637,87237,92736,625売上高

予算比前期比23/3予算23/3実績22/3実績
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前期比 計画比
１．売上高

37,927百万円 ＋1,301百万円（＋3.6％） ＋54百万円（＋0.1％）

既存店前期比 100.6％（上期99.96％ 下期101.33％）
出店 25店舗 退店 29店舗

２．利益
経常利益
1,911百万円 ＋228百万円（＋13.6％） △143百万円（△7.0％）
粗利益率
45.12％（不動産含）＋0.52ポイント ＋0.09ポイント

（44.60％） （45.03％）
ハンドバッグ ＋1.36ポイント 財布 ＋0.26ポイント
メンズ、トラベル他 ＋0.82ポイント インポートバッグ △1.05ポイント
雑貨 ＋0.56ポイント
カジュアルバッグ ＋0.30ポイント

販管費率 ＋0.14ポイント ＋0.51ポイント
40.03％ （39.89％） （39.52％）

a.人件費率 ＋0.34ポイント ＋0.25ポイント
15.85％ （15.51％） （15.60％）

b.クレジット手数料 ＋54百万円 △26百万円
c.地代家賃 ＋136百万円 ＋43百万円
d.支払手数料 ＋23百万円 ＋8百万円

特別損失
資産除去債務 ＋277百万円 ±0百万円
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東日本大震災（3/11）の影響について

1. 平成23年2月末累計 売上前期比 全店105.1%  既存店101.4% 予算比101.8％と好調に推移

平成23年3月 売上前期比 全店 89.1%  既存店92.5%

（１週間以上休業の34店は既存店から除外）

①月末現在休業店舗は20店 (宮城・茨城・福島)

②予算比マイナス 売上高 約4.5億円 経常利益 約2億円

地震直後1週間は売上激減、徐々に回復し、最終週は予算対比プラスに転じる。

地震による休業、東京電力管内の計画停電に伴う休業、変則営業、節電のための

営業時間短縮による売上減少が大きい。ただし、中部以西も売上低下が顕著。

2. 平成23年4月 売上前期比 全店101.7%  既存店101.3%

月中営業再開 16店の売上は、予算を大幅に超過

3. 被害状況

商品廃棄 約1百万円(23/3期計上済) 店舗補修費用 6百万円程度(未確定)

店舗 4月末現在休業4店舗 5月再開1店 閉店1店 6月再開予定2店

人的被害は特になし。
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(ⅱ) 24年3月期予想

計画 前期比

１．売上高 39,322百万円 ＋1,395百万円
既存店前期比 101.4％（H23/4～H24/2 100.3％、H24/3 111.5％）

出店 21店舗
退店 15店舗

前期新店 売上増 ＋1,270百万円
当期新店 売上増 ＋901百万円
前期退店 売上減 △890百万円
当期退店 売上減 △242百万円

２．利益
営業利益 2,239百万円 ＋310百万円（＋16.1％）
経常利益 2,201百万円 ＋289百万円（＋15.2％）
当期利益 1,019百万円 ＋416百万円（＋69.2％）

粗利益率 45.28％（不動産含む） ＋0.16ポイント
・高値入率商品の拡大導入（PB・コラボ拡大/MD変更等）。
・仕入掛率改善交渉の継続。

販管比率 39.58％ △0.45ポイント
・人件費率 15.70％（前期15.85％）

売上と連動した勤務シフトの見直し
・デベロッパーへの賃料引下げ交渉の継続
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(ⅰ) 売上 395億円

(a)既存店

好調持続で前期比 100.5％確保

(b)新店

損益分岐点低下で予算100％達成

① 目標

８ 今後の戦略

(ⅱ) 粗利益率 45.3％

(a)ＰＢ／ＮＰＢの取組拡大

代表的メーカーとのコラボレーション（吉田・エース・林五）

(b)値入率の上昇

シェア拡大と買取比率

(ⅲ) 経費 39.5％

(a)人件費

攻めのシフト管理（繁忙日集中の為）

(b)賃料見直し

定期借家のメリット、賃料引下げ交渉、保証金返還

－基本戦略－

『既存店活性化で最高益の更新』
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(ⅱ) 客単価ＵＰ

社員教育

インストアプロモーション

② 具体的施策

(ⅲ) レディースの強化

ディレクターズ（第3商品部）の活用

一流メーカーとのコラボ（ﾌﾟﾘﾝｾｽﾄﾗﾔ・ｸｲｰﾎﾟ・ﾚｽﾎﾟ）

(ⅳ) 小面積・小型店の展開

空港 ＭＤ（関空・成田第2）

駅ビル・ファッションビル ＭＤ ｽｶｲﾂﾘｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

(ⅰ) ＥＶＥＲ ＲＥＮＥＷＡＬ

新ビジネスモデルの発信

業態開発（OUTLET・RICHARD・SACSTATION）

(ⅴ) アクセサリー・雑貨類の強化

アクセサリーの再強化（ｱﾏﾄｰﾈ型）

関連雑貨の強化

(ⅵ) 川上進出の準備

メーカーとの直接取引

メーカー・卸への一部進出
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９ 出店事例

（ａ）RIMOWA大阪店（大阪ﾋﾙﾄﾝﾌﾟﾗｻﾞB1F H23/2 OPEN）

当社が運営する日本で唯一のRIMOWAｵﾝﾘｰｼｮｯﾌﾟの国内２号店
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（ｂ）関西空港店（関西国際空港3F H23/2 OPEN）

新しい商業立地として注目される空港ターミナルに

最先端の都心型メンズバッグショップを提案
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（ｃ）SACSTATION東京駅店（東京駅一番街B1F H23/3 OPEN）

レディスバッグを中心に、パーソナルギフトを提案するセレクトショップ
「LeSportsac」「Swatch」等の著名海外ブランドと初のコラボレーションショップ
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（ｄ）静岡ｱｽﾃｨ店（ｱｽﾃｨ静岡1F H23/4 OPEN）

女性の美を演出する高感度なコスメ、アクセサリー、バッグの

セレクトショップ 尼崎ココエに続く２号店
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（ｅ）越谷ｱｳﾄﾚｯﾄ店（越谷ﾚｲｸﾀｳﾝｱｳﾄﾚｯﾄ1F H23/4 OPEN）

サックスバー業態として初めてのアウトレット店舗

ＯＵＴＬＥＴ
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（ｆ）泉南２店（イオンモールりんくう泉南1F/2F H23/2 改装OPEN）

１モール内２店舗の新しい組み合わせ。

吉田カバンとリモワのコラボレーションショップ「VERSIONY」と

ガーデニングをテーマにした新しい切り口の「SAC’S BAR」



23

10 株主還元について

配当

平成21年3月期以降は配当性向の目安を20％以上に設定。

（円）

23.940.535.828.527.5(％)配当性向

13.0013.0013.0013.0013.00１株当たり
配当金

平成24年３月
（予想）

平成23年３月平成22年３月
平成21年３月

（連結）
平成20年３月

（連結）
決算年月


